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走運動における心拍数と尿中成分の変動について

辻 忠

The　Change　of　the　Urine（二〇mposition　aRd　the　Heart　Rate

in　Runninng　Exercise

Tadashi　TSUJI

　　㎞this　study，之he　presen宅author　apPlied宅he　test　of　five－minute　running　exercise　o簸atread一

搬銀1at　a簸incline　of　O％to　6　healthy　ma正e徽ona重hletes　aged　betwee鼓20　a簸d　23　a鍛d　exami離ed

cha無ges　of　their　heaxt　rates　a難d　re蕪al　fほnctio漁s，　especially　their　urinary　excジetion　of　aci（i，沁

◎rder　to　i益vestigate　a簸i蕪dicator　of　the　w◎rk　load　in　end斑a蕪ce　exercise．

　　短伽sexperiment，童t　was　observed　tkat　the　urinary　output　of　titratable　acidity　and　ammo簸ia

increased　i韮proportion　with　decrease◎f　the　ur鎗e　pH　as　the　speed◎f臓nn短g　inc罫eased　and　tha重

urinary　output　had　a垣nverse　correlatio登w圭th　the　Na　excretio簸圭n　urine．　It　is　presumed　that　the

am搬o漁脇d　acid　in　u瀬e　are　excreted倉om　the　tubular　cells　i簸the　ionic　exchange　fbr　sodi購

ion　a鷺d　are　controlled　by　the　adrenal　cortical　hoジ憩ones。

　　At重he　same　time，　the　meas斑ed　rate　o負i｛ra薇ble　acidi之y　to塩e　ammonia　in　u授ne　had　a簸

i鼓verse　correlati◎登wi亡h撫e　urine　pH．　Therefore，　i重is　presumed　that　the　excreti◎n　from　the

短dney　1簸負）rm　of　a搬monium　salt　is　partly　maintained　by　6if負isieR　mechanism。

　　And　it　was　observed　that重he　format童on◎f　acid　uri鍛e　a簸d　the　excreti◎蕪of　ammo漁ia　were

remarl（able　in　the　heart　rate　of　over　17◎beats　per　mi韮厩e　du翻g　the　runaing　exercise．

　　According　to　this　results，　the　a厩hor　c◎ncluded血at癒e　heart　rate　of　170　beats　per　mi捻ute

Played　a蕪imporね競role　i催he　work　load　of負ve－min厩e　e蕪durance　exercise．
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緒 言

　呼吸及び循環系機能によって支えられている全身持久性は，健康及び体力づくりの一要素とし

て，極めて重要である．どのような運動を，どの程度行わせるのがよいかを判定するには，年令，

性，体力水準及び何を臼的にするかなど，多くの問題を含んでいる．

従来，この間題に関して，有効な指標を歩及び走運動時の最大酸素摂取量，心拍数から，安全

性より搬液性状，エネルギー代謝率及びま血圧などから研究したものが多く，持久性運動の強度は

最大摂取量に対する割舎によって，ほとんど処方されているが，短時間の運動に対する腎臓機能，

特に腎臓から尿中へ排泄される酸量に関して研究したものは少ない．

　正常人の血液のpHは，7．4±0．1という狭い水素イオン濃度の変動範鑓に調節されているが，

この調節に関して呼吸と腎臓による尿排泄機能が重要な役割をなしている．しかし運動を行うと

血液のpHは，やや酸性に傾き，軽い長時聞の運動では0．05　pH，中等度の短蒔聞の運動では

　　　　　　　　　　　　　　　　10＞
0．08PH低下したという報告がある・このように体液の酸塩基平衡を乱そうとする罎子が働いた

場合，呼吸及び尿排捲機能の活動状況は正常状態と著しく異なり，直ちに尿中成分に影響を及ぼ

すものと考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10＞　　　　　　　　　　　　　22｝　　　7＞
　この点について，吉川たち，村上，荻野たちは筋運動による一過性の酸性症の結果，尿量の減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）
少，尿pHの低下，酸排泄の増大，尿躰i　Na，Clの減少などの諸変化を認め，沢闘たちは長目寺問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18＞
の運動の影響について，同様の結果を報皆している．その他堤は運動強度と体内電解質の代謝及

び運動強度と内分泌機能との関連より持久性判定の指標を推論している．

　このように筋運動による代謝性Acidosisの場合のほか，塩化アンモニウム及び塩酸投与及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll）　　　　16＞　　　　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24｝
内服による代謝性Acidosisの場合についても，　Sartorius，奥村，杉本，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤本，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畜季寸たちに

よって研究され，筋運動の場合と岡様に尿pHの低下，酸緋泄の増大の起こることを報告してい

る．

　以上のように，筋運動時及びその他の酸塩基平衡の変動時の尿成分の変化は，常にその時の諸

条件，すなわち運動（負荷）強度，継続時間，運動（負荷）の種類によってさまざまである．他

方，最大酸素摂取量の測定は5分程度で疲労困懲に至るような比較的強い負荷が与えられるため

に，被検者に恐怖感を与えたり，危険性も大きいと考えられる．

　そこで著者は，被検者の苦痛や危険性を避けるために，乎軽にできる走運動を5分問負荷して，

間接的に循環系及び腎臓機能，特に走運動での心拍数と腎臓による酸排泄機能の変化を観察し，

さらにこの時の結果から，持久性の運動処方の負荷条件を兇出す手がかりを得ようとして，この

実験を行った．
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実験方法

　A　翼験計画の大要

　日常スポーツ活動を行っていない健康な男子大学生（20－23才）6名を被検者に，2月から3月

にわたって蓋温20．O　th　O．5℃，湿度76．8±5．9％に調節した実験室で走運動を行わせた．

　運動は水平のトレッドミルを用いて，その速度は始め120　m！minとし，漸次20　m！minづっ走

行速度を高めて300m！mi且に至るまでの10種類である．継続時闘は全身の器官の機能を十分に動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）4）
員されるだけの劇限時間は5分必要であるという兇解から，5分間とした，

　しかしこの場合，運動による心拍数及び尿成分に及ぼす影響が後Hの実験に起こらないように，

運動の負荷は3Hないし7田間の問隔をおき，かつ食事摂取3時間後とした．但し運動開始前に

は簡単な体操程度の準備運動を行わせている．

　一方，食事及び飲水量は尿成分の排泄量を左右することが知られているので，昼食時の食事の

質鷺は，全実験Eを通して一定とし，飲水量はコップ2杯とした．また尿中成分の排泄董は食事

摂取後の縛間経過によって一定の変動パターンを示し，運動の負荷によってもその撰泄パターン
　　　　　　　　　　　　　　15＞18）
は歪を受けることが知られている．したがって全実験Bの各被検者に対して，食事蒔刻及び採尿

時刻を一定に規舗し，同時に飲水及び食べ物の摂取は食事時を除き，実験終了まで禁止したこと

はいうまでもない．なおそれらの詳細を図1に示す．

○ 1

Time（hours）

2　　　　3 5

燐Meal 卜、卜舳th「°P°蜘

書　l　l
Physical　exerc圭se（5盈量難．　running）

Ufi難a宅ion　　Urine　cO玉正ec｛二io簸

　　　　　（ur重難e　samp圭es）

Fig．1Schedu重e　of　the　exper㎞e難t

　このようにして，各種の運動を負荷した時の心拍数の変化及び尿中成分，特に腎臓からの酸の

排泄最を追跡した．

　B　灘定項鼠及び溺定法

　被検者の実験室入箋を運動開始30分前までに行わせた後，安静座位状態をとらせた．心拍数は
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この状態で20分以上経過した後に，手首で触診し，同一値が求められるまで1分聞測定して，そ

れを安静時心拍数とした．運動中及び運動後の心拍数の測定は，胸部誘導による心電図をフクダ

TPE－11型テレメーター及びSCC－1A心電計に，全時間域にわたって記録し，各時間域の終了10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　21＞
秒間のR波間隔より所定の方法で心拍数を算出した，また心拍数回復率を次式

　　心拍姻解（％）」勘紺潮・心撚ト（運鍛の心拍数）．、。。
　　　　　　　　　　　　　（運動終了時の心拍数）一（安静暁の心拍数）

から運動後2分目について算出した．

　以上の実験前後に採集した尿については，採尿後直ちに尿量を測定し，pH，滴定酸度，アン

モニア，　Na，　K，17－Hydr◎xycorticorsteroids（OHCS）を定量した．　これらの測定方法を簡単

に述べると，．pHは東亜電波製p擁メーター　HM－5A型を使屠した．滴定酸度はこのpHメー

ターを用い，一定量の尿にNaOH量をpH　7．4◎まで滴定し，それに消費した量から算出した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5＞
Na及びKは1．L．社のFlame　photometer　143型，アンモニアはConwayの微量拡散法によ｝）

定量した．　17－OKCSは　Cortisol・test　wakoによって定量し，　酸の排泄に対する副腎皮質

ホルモンの変化についても検討した．その他に運動の負荷前後に体重測定を行い，運動によって
　　　　　　　　　　　　　20）
生じた体璽の減少量を算出し，それを総汗量とみなした．

実験結果
A　心拍数に及ぼす運動の影響
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Table　l　Change　ofheaft　rate至R　relation　to　running　spee（i　on　a

　　　　treadm趨1　（Five－minute　runn魚g　at蹴量Rcline　of　O％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Running　speed　on　a　treadmil】

　　　　　　　　　　　　　　ユ20　　　　　　ユ40　　　　　　160　　　　　　180　　　　　20〔〕

Max．　H．王モ．　dur韮ng　exercise

　　（beatS／min．）

真・lax．鼠R（斑in．－max．）

　　（beats／紬，）

Recovery　rate　of疑．　R．　in

2　m韮n．　of　recovery　（％〉

呈29．5　　　ユ51．0　　　160．7　　　17i．0

：ヒ13．ヱ　　　ま8．0　　　±7．9　　　±7．1

107－　　　　L茎ユー一　　　　王49－－　　　　1（」ユー

　140　　　　　162　　　　　169　　　　　179

85．7　　　　80．2　　　　75．7　　　　67．2

±：8．6　　　士13〆重　　　士里3．5　　　　：t：9．8

ユ73，2

：と6，9

163－－

　183

61．2

±8．7

Running　speed　on　a　treaclmi］1

22，1） 240 260 280 3GQ

Max．銭．　R．　dUrin鰭exel・cise

　　（beats／繭．）

釣韮ax。　H、　R．（min．－max，）

　　（beats／rnin．）

Recovery　rate　of　H．　R．助

2獄in．。f　recovery

178．O　　　i8G．5　　　182．6　　　ユ85．6

：ヒ6．4　　　　：ヒ6，8　　　　：t4．4　　　　ゴニ3．3

王71・－　　　　174一　　　　　正78－　　　　182－

】87　　　　　19］　　　　　188　　　　　igI

60．3　　　　55．6　　　　51、7　　　　47．7

丘：7．t）　　　　丘：6、：3　　　　烹：5．3　　　　±7．1

2
4
一
遭

8
2
5
1
4
2

娼

±
1
8
4
庶

Valwes　are　the　meanゴ値S．1）．　of　six　sublects．

　トレッドミル走行時間と傾斜角度を・一定にし，走行速度を変数とした縛の心拍数の変化を示し

たのが鷹2であり，その詳細を追求したのが表1である．

　この図は6名の被検者によって得られた平均値を，安静時，運動時，蟹！復蒋の時闘経過に対し

てプロットし，表は運動時の最大心拍数，最大心拍数の変動範囲及び園復2分目の心拍魏朔復率

を算出した結果である．

　運動時の心拍数が運動の負荷強度に文窪旛して増繍するという傾朔はよく知られているが，図及

び表のように，運動時の最大心拍数は走行速度によって増大し，図復過程における心拍数園復率

は，その速度による差が認められる．すなわち走行速度に逆比例して國復が悪い傾向にある。し

かし運動時の心拍数を同一スケールにプmットしているために，心拍数の変化は図に見られるよ

うに，一定のパターンをとらず，速度180m／miBを界に増繍曲線に差が認められる．すなわち速

度が180m／min以上になれば，6名の被検者の最大心拍数は毎分約3－6心拍程度のノ1・さな変動

しか認められない．またこれを岡一被検考について見ると，心拍数のレベルの違いのみでほぼ同

じ変動を示し，毎分1－8心拍の変動となっている。これより遅い16◎m／m沁の速度以下では，

心拍数の変化は比較的低いレベルにあるが，変動幅は大きい．これに薄し，囲復時の心拍数の経

過は，走行速度によって系統的に下降し，その変動を闘復2分蹴こついて見ると，走行速度の推

移によらず約5％程度となっている．

　このように，運動強度による心拍数の応答様式は著しく異るが，心拍数の変動は系統的規則的

な経過を示している。
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Table　2　Change　of　urinary　excretion　of　titratable　ac至di重y，ammonia，　and　uri無e　pH　w童th　different

inte韮SitieS　in　running　exerCiSeS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Running　speed　on　a　teea｛lmill

120 140 】．6（1｝ 180 20（．｝ 220 240 260 280 3（｝0

Ur三ne　fl・w（ml／min．）

　　　　　　　　　　　1、17
　　　　　1
　　　　　　　　　　士O．44

　　　　　　　　　　　ユ．23
　　　　　2
　　　　　　　　　　±o．28

　　　　　　　　　　　0．91
　　　　　3
　　　　　　　　　　th　O．22

Urlne　pH

　　　　　　　　　　　6，96
　　　　　1
　　　　　　　　　　±2、03

　　　　　　　　　　　6、85
　　　　　2
　　　　　　　　　　±o．61

　　　　　　　　　　　6．73
　　　　　3
　　　　　　　　　　±G、70

Titratable　acidity（uEq／min．〉

　　　　　　　　　　　　（．｝．8
　　　　　1
　　　　　　　　　　　土王．9

　　　　　　　　　　　　5．7
　　　　　2
　　　　　　　　　　　翫嘆．Q

　　　　　　　　　　　　6．4
　　　　　3
　　　　　　　　　　　±6．2

Ammonia（uEq／min．）

　　　　　　　　　　　16．0
　　　　　1
　　　　　　　　　　　±5、8

　　　　　　　　　　　22．王
　　　　　2
　　　　　　　　　　　±5，9

　　　　　　　　　　　21．4
　　　　　3
　　　　　　　　　　　±5．8

　0．79

土G．21

　0．92

±0．21

　0．74
：と0．三3

　6．61

止O．50

　6．41

±G．53

　6、79

±o．畦3

　5，9

血45
　9．4
±9．5

　7．7
血9．6

　2荏．9

±6．8

　28，1

土6．3

　25，7

±6、6

　1．08
±O．　Jr　t2

　1．35

士o．84

　0，98

止0．22

　6．92

±1．05

　6．48

±O．79

　6、50

±O．71

　8，2
±9．5

　圭o．4

土6．1

　ユ0．7

±9．6

　24．7

±10．3

　32．0

血7．6

　29．5

±6．9

　o．99
：とG．65

　G．93

±O．57

　0，76

±O．2｝

　6．96

血0．74

　6．50

±0．77

　6．95

±G．85

　6．3
±5、4

　10．5
±8．圭

　9．1
±8，4

　32．1

±3．3

　31．1

±4．9

　22，5

±7．8

　0．97
：とo．27

　0．78

±o．1ア

　0．84

土O．16

　6．89

±o．80

　6．08
　tO．6ユ

　6．70

±O．72

　5．・隻

±8，2

　13．2

±ユo，7

　9．1
±9．8

　2t茎．3

±12．三

　34．2

±7，2

　2ア．4

±9，2

　1．00　　　　LO9
±0．34　　　±0．45

　1．嘆8　　　　1．01

土1．05　　　：tO．2ユ

　1．17　　　　0．84

血0．62　　　：tO．34

　7．07　　　　　6．85

：ヒ0．52　　　　：LO．86

　6．1Gゆoゆ　　5．60寧．

血O．10　　　士0．43

　6．33，　　　　6．15°零寧

ニヒ0、47　　　：ヒ0．61

　2．5　　　6．3
±2．3　　　土7．8

　16，7　　　　24．8寧鼻尋

±7．7　　　：：y13．l

　IO．9　　　　　16．0β

二t5．8　　　　量：9．6

　18．9　　　　22．2

：ヒ4．3　　　　±5，1

　36．4摩5　　　39．1◎弓

±7，4　　　　翫7．6

　31．5愈帥　　32．6鱒

±5．5　　　　土7．6

　O．81
土o．工o

　L27
±0，62

　0．58

±0．09

　6．76

±o，69

　5，38鱒亭

±0．18
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　B　尿中成分に及ぼす運動の影醤

　運動強度による尿p9及び単位時問に排泄される滴定酸度，アンモニア，総酸量に及ぼす影響

を観察した．その成績は表2に示し，また対照値を基準にして，運動負荷後におけるそれらの増

減の平均値を示したのが函3である．

　これらの成績から，まず尿量について見ると，共通した傾向は明らかでない．ただ運動前の紺

照値に比べて，運動後の45分肖にやや増加し，90分臼で減少している．また90分爵の尿量は一般

に対照値より低い傾陶にある．次に尿pHは，何れも走運動時に低下し，その傾向は運動後の45

分経過した時に低く，それ以後上昇の過程を示している．また尿pH低下の度合は速度に対して

大きな変動輻を示し，走行速度200m／mlnを起点に，それ以上の速度においてpKの低下度が著

しい．したがってこの時の平均値を対照値に比較すると220m／Min以上の速度において統計学上

何れにも有意性が認められる．すなわち運動強度を増大することによって尿pHの低下度は次第

に大きくなる．この尿pHの低下に応じ，滴定酸度及びアンモニアの排泄蚤の増加が認められ，

この爾者の排港と尿pHの経過は酷似している．このように滴定酸度及びアンモニアの排縫は走

運動によって増畑することになるが，この両者の排泄経過は必ずしも岡じとはいえない．なぜな

ら，蔚者の排泄速度は走行速度120n｝／minから180m／minに歪るまでは，後者よ｝）も少ない傾向

にあるが，これが20◎m／minから220m／minに達すると，両者はほとんど近い｛直を示している．

さらに240m／min以上となると繭者は後者よ｝）も著しく排泄を増大しているからである．一方滴

定酸度とアンモニアの和，すなわち腎臓によって処理された酸量は，尿pHの経過と向きが逆と
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なっているが，pHと岡様に著しい変動を示している．

　以上は運動強度によって尿pHは次第に低下して尿の酸性化を示し，これに紺し滴定酸度及び

アンモニアは逆比で列して増繍している．またこの傾向は運動後の45分爵に著しくあらわれ，90分

膨においても酸性尿の生成とアンモニア分泌が続いていることになる．さらにこれを走行速度に

っいて見ると220m／min以上の速度条件において著しいことが認められる．

　一一方，腎臓より酸排泄が増すと，アルカリの圃収を行う仕組みになっているために，尿FF　Na，

K及びアンモニアの排泄鐙の総和からそれぞれの占める捌合を算出した．そして運動前後の関係

を走行速度について棒グラフにあらわしたのが鷹4であり，図の上は運動後の45分毯，麟の下は

90分自の結果である．

　閣のように，尿中Na排泄量の占める領域は，走行速度の増大によって次第に低下し，特に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7｝　9》　IS）　22｝
160m／Min以上の速度において認められる．このように運動時の尿中Naの減少は多くの報告と

一致しているが，運動による発汗の影響もまた無視できなかかも知れない．ここに表示していな

いが，運動前後の体璽差を総汗量とみなした本実験では，220m／min以上の運動強度の発汗量は

約12g／m2／min－25g／m2／minとな1），その強度によって漸次増高する傾向にあった。したがって

運動時の発汗によってNaが体外へ排泄されたために，尿ゆNa排泄量への影響も考えられる．

しかしそればかりでなく，アンモニアの排泄量の占める領域は，尿巾Naの低下に応じて増撫し

ていることである．すなわちNaの減少分はアンモニアの排泄増加によって補われていることに

なる．したがって運動強度が増す程，この傾陶が強くあらわれており，これはNa÷とNH4＋のイ

オン交換の可能性を示しているようにも考えられる．
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　これまでは6名の被検者について，走行速度を種々変えた場合，その速度が増す程尿pHの低

下，酸排泄の増繍及び尿中Naの低下が認められた．麟5及び6は，これらの著者の成績をまと

めたものである．

　図5は尿pHとアンモニア排泄量及び滴定酸度とアンモニア排泄量の比率との関係を見たもの

であって，図の上は尿pHとアンモニア排泄鐙との梢関図である．この爾者の聞には密接な逆相

関が見られ，その圓帰直線はY＝－12．5X牽109．7である．すなわち尿の酸性化が強い程アンモ

ニアの分泌が著しく増燃する．また騒の下にあらわした尿pHと滴定酸度とアンモニア排泄量の

比率の朝関園では，岡様にこの爾者の問にも逆相関が見られた．その圓帰直線はY＝－16．6X＋

135．5である．これは尿pHが小さい程，この両者の比率が大きくなる．すなわち腎臓から排泄

される酸量は，一部は遊離酸として，残部はアンモニウム塩の形で尿にあらわれるが，特に尿の

酸性化が強い程，遊離酸として排泄される割合が大きくなる．したがって酸性尿の生成が促進さ

れた場合，滴定酸度は体液の酸塩基平衡に左右されることが強くあらわれるが，これに対してア

ンモニアの排泄は主として尿の性状によって規定されているように考えられる．

　ec　6は，尿中Na排泄蚤と滴定酸度及びアンモニア排泄量との関係である．図の上には尿巾Na

排泄量と滴定酸との掘関麟であり，この爾者の間に有意な逆網関が得られた．すなわちこれは，

運動強度によって酸性尿の生成の促進に対し，尿細管細胞のNa＋とH＋交換の調節機構の変化が

有力に働いていたものと考えられる．また函の下の尿中Naとアンモニア排泄量との関係におい

ても，アンモニア排泄量が増舶する時，Naは減少しているから，　Na＋を吸収してNH，＋が分泌

されていると考えられる．

　要するに激しい運動時に，酸性尿の生成，アンモニア分泌の増繍に伴ったアルカリの園収は，

腎臓機能によって調節されていると考えて良いのであろう．

考 察

　以上著考はトレッドミルの走行時間を一定にし，走行速度を変数とした時，心拍数の｝芯答様式

は運動の負荷強度に対応して，運動時の心拍数の変化に系統的な規則性を示すことが認められた．

一方尿中成分については，特に走行速度220m／minより尿pHの低下が著しく，これに相応して

滴定酸度及びアンモニア排泄量の増力Elが認められ，これらに紺し一lr尿中Na排泄量は減少してい

る．またこのNa排泄量の滅少分はアンモニア排泄蚤の増舶によって補われていることが考えら

れる悩4参照）．

　しかし，Na，　Clなどは水分代謝と密接な関係にあり，労働時，精神緊張時及び発汗などのた

めに騨の減少によって嬬｛～分代償される舞牒趣。は鯛な変動パタ＿ンが認められない、

　ヒトの発汗時のNa及びCl代謝の　Hefneostasisの維持は，中等度の発汗が行われる場合，

腎臓の水分損失に対する代償力はわずかであるが，　Na及びC1などのそれは腎臓によって充分
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代償される機能があり，その時の発汗量は217g／MZであったとげち．本実験では5分当りの発汗量

は，走行速度220m／min－300m／minの範囲において，60g／　mL　125g／mzであるから，発汗量の

ために尿への塩分排泄量は低下しているかも知れぬ．しかし運動と採尿との時間的条件に租殺し

て汗と尿への水分損失量と変化量は，はるかに少なく，塩分及び水分平衡に対する影響はごくわ

ずかであろう．したがって図6に明らかなように，尿中Na排泄量は滴定酸度及びアンモニア排

泄量との間に有意な根関が得られている事実から，滴定酸度及びアンモニアの排泄によって聞接

的にNa排泄量の節減に役立たせているのだといえよう．また尿細管細胞においてNa÷とH÷の

交換が継続すると，いつかは尿pHが最低の限界に達し，それ以上H＋を排泄し得ないようにな

る．しかしアンモニアが排泄されると，次々にH＋を緩衡して尿pHが低下するのを防ぎ，こう

して尿pHが限界に達するのを極力防いでいるものと考えることができる．他方籔5のように，

アンモニア排泄量が尿pHと密接な逆相関を示している事よ弓，　NH3は尿中に鉱散し，そこで

H÷と結合してNH4＋として排泄されていることにもなる．

　　　　　　　　　　　16）　　　　　　　　　　　　　　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　24）
　しかしこの場合，杉本，藤本，吉村たちはAcidosisになると滴定酸度及びアンモニア緋泄量

は対照値に比べて増加するが，劇腎摘出犬において，尿pR’に対応した滴定酸度及びアンモニア

排泄量は非摘出犬に比べて明らかに低下する．また副賢摘出犬にDes◎xycorticosterone　aceもate

（DCA）を注射しておいてから酸注入を行うと滴定酸度及びアンモニア排泄量は，正常犬とほと

んど同程度の値を示すことを認め，調腎皮質ホルモンの　Mifiera1　corticoid　及びDCA注入の

働きによ。て，尿縄糊包1・おいてN、“の再吸収が促進するといわ野酪の再卿磯進購

ってガの交換が促されて，ここに爵雛尿の生成及びアンモ＝ア撫瞳力囎す拷えられる．講

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）
腎機能を示す秀れた指標として17－OHCSがとりあげられており，堤たちは　Noradrenaline

注入時に，冨摺皮質ホルモンの分泌は互に関連しあっていることを証明している．したがって尿

中17－OHCSが尿の酸排泄量に及ぼす影響について観察したのが図7である．

　図に見られるように，17－OHCSは尿中Na排泄量との問に逆相関が得られ，滴定酸度及びア

ンモニア排泄董との間にも，それぞれ密接な願梢関が認められた．17－OKCSの排泄増加，すな

わち副腎皮質機能が促進され，腎臓におけるNa＋の再吸収とそれに伴うB＋の排泄が盛んにな

るにしたがって，尿への滴定酸度及びアンモニア排泄蚤は著明に増加していることになる．とこ

ろが，17－OHCSは瑚腎皮質のたん白代謝に関した異化作用をあらわすホルモンとされているた

めに，17－OHCS分泌の促進は主として運動強度に関与したことになる．しかし，副腎皮質ホル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19）
モンの分泌は相互に影響しあっていることが知られていることから，酸性尿の生成及びアンモニ

アの分泌機転に，副腎皮質ホルモンの働きが極めて大きい役割を演じているように想像される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
　一方，生体の過剰酸の処理に関して，奥村は細胞外液による緩衝作用，細胞内液による緩衝作

用，腎臓による尿排泄作贋の3つの経過は，ll寺問的にも量的にも一定の順序によって行われると

報告している．したがって酸注入の過程においては，その酸のほとんど100％が細胞内液によっ

て中和された場舎，尿ゆへの過剰酸の排撒はその聞起らないことになる．この点，本実験におい
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ても走運動の負荷程度に関して符合する成績がある．

　図8はこれらの成績を運動強度，すなわち運動時の最大心拍数に対してまとめたものである．

麟のように，運動時の最大心拍数が1分当り170心拍（bpm）以上になると，鋼腎皮質ホルモン

の分泌が増し，腎臓において処理される酸排泄蚤は増大している．またこれに相店して尿中Na

排泄蚤は減少していることが明らかである。他方呼吸機能から，歩及び走運動によって最大酸素

摂取蚤を測定して，その害拾から運動の魚荷条件とした指標がほとんどで，生理学的にもっとも

すぐれたものとされている．しかし手軽にでき，安全な方法として，5分間走テストの平均スピ

＿
ドを求めて，その離蕩るい（ま心拍羅どで，その処方ができることを搬したものもある．

　しかし，生体のHomeostasis維持のために，生体には数多くの防衛手段をもって鉛るが，特

に腎臓機能の働きによって，ダイナミックな調節が行われていることも事実である．また体力増

強のためのトレーニングとして効果をあげるためには，副腎皮質ホルモンの分泌機能の活性化も

　　　　　　　ゆ
指摘されている．したがって健康及び体力づくりのために全身持久性の効果をあげるには，体力

の一つをなす生体の防衛機構に対するイ可らかの影響を及ぼすことが必要であろう．またそれには
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ある程度の急激な運動負荷が重要な役割を果すことにもなる．

　以上の結果から，5分闘の走運動を実験的に行わせて，酸塩基平衡の変化を起こさせた場合，

腎臓による酸排泄作用は，運動時の心拍ifd　170bpm以上において促進することが認められた．し

たがってこの爾者の変動から，全身持久性のトレー＝ング時の負荷条件として，運動時の心拍数

を170bpmまで高めることが必要と考えられる．

　なお，運動の時間的条件によって，腎臓の調節がどうなるか，注園すべき問題であるが，これ

は今後の研究によるほかない．

要 約

　健康な男子大学生（20－23才）2名に，走行速度を120m／minから300m／miRに至るまで，漸

次20m／minつつ負荷を高めた走運動を5分悶行わせ，心拍数及び尿成分に紺する影響を観察し，

それらから全身持久性トレーニングへの負荷条件について考察した結果，次の成績を得た．

　1）運動時及び團復時の心拍数は，走行速度すなわち運動強度に伴った系統的な変動経過を示

す．これを運動時の増加曲線について見ると，180m／min以上の速度において毎分3－6心拍程

度の小さな変動輻となる。また心拍数嗣復率の変動は，運動強度に開係することなく，約5％程

度に推移した．

　2）尿pHは運動強度によって著しく低下することが認められ，これに絹硲して滴定酸度及び

アンモニア排泄量が著明に増加している．この場合尿pHは滴定酸度及び滴定酸度とアンモニア

排泄比と密接に関係し，それぞれ逆相関が見られた。これは尿の酸性比が高まる程，滴定酸度が

増舶することになるが，同様に腎臓より排泄される酸量のうち，遊離酸として緋泄される劉合も

大きい．したがって一部はNH3の形で自由拡散によって，尿細管内の尿中H＋と結合し，NH4牽

として排泄されることも考えられる．

　3）尿中Naの排泄量は，運動負荷の強い時に少く，このNa排泄の減少分に獺当して，アン

モニア排泄量が増している．これは尿宇H÷排泄と滴定酸度及びアンモニア排泄量との問に逆枳

関が成立し，滴定酸度及びアンモニアの分泌は，尿細管細胞において　Na÷とH＋及びN試と

NH，＋とのイオン交換によって行われたものと考えられる．

　4）尿中17－OHCSすなわち副腎皮質ホルモンの分泌は，運動強度によって増舶するが，こ

のホルモンは，尿中Na排泄，滴定酸度及びアンモニア排泄と密接に関係しているために，恐ら

く副腎皮質ホルモンの分泌が増して，Na＋とH＋及びNa＋とH＋が交換されて，滴定酸度及び

アンモニアの分泌が起るものと理解される．

　5）このように，5分問の走運動から生体の酸塩基平衡の変動を見た場合，運動時の心拍数が

170bpm以上となった蒋に，腎臓の酸撫世作用及び副腎皮質機能は健進される．

　6）以上の結果から，体力づくりが生体の防衛機構の強化の一端をなすならば，走行縛閥5分
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の全身持久性の負荷条件は，心拍数を指標に少なくとも，170bpmまで高めることが必要と考え

られる．

蹴後に本研究のために，御支援と御協力をいただいた鳴用六司教援に深く感謝いたします．
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